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コミュニケーション支援
14：50～15：45

座長：大寺亜由美（国際医療福祉大学市川病院　リハビリテーション室）

PO-35  重度障害者用意思伝達装置の使用期間に関する調査 
～住宅型施設の ALS 療養者を対象として～
白井　　誠（有限会社	仁　リハビリテーション部）

PO-36  上肢に運動機能障害を有する神経筋疾患患者における電子端末の利用状況調査  
～ IT 活用時の留意点を考える～
小早川優子（九州大学大学院医学研究院　神経内科学分野）

PO-3７  ALS 患者のコミュニケーション支援における AAC 選定と導入時期の検討 
ーニーズに寄り添いタブレット導入に至った一例からー
関口　渓花（滋賀医科大学医学部附属病院　リハビリテーション部）

PO-38  タブレットのフリック入力を活用して PC での手紙作成が再開できた症例 
～ FlickTyperBT を使用して～
谷口　凜夏（久留米リハビリテーション病院　リハビリテーションセンター）

PO-39  コミュニケーション支援介入のタイミングと社会資源マップの利用状況調査  
―難病ケアコーディネーターからの聞き取り調査より―
野口　史緒（岐阜大学医学部附属病院　医療支援課）

PO-40 ICT を活用した SMA0型児に対するコミュニケーション発達支援 ―第 1 報―
佐々木千穂（熊本保健科学大学）

PO-41 仙台市の ALS 患者のコミュニケーション支援における入力装置の工夫について
泉　　美帆（せんだいアビリティネットワーク　仙台市重度障害者コミュニケーション支援センター）

PO-42 進行性難病における症状の進行に合わせたローテクコミュニケーション手段の工夫
山本　直史（吉野内科・神経内科医院　リハビリテーション科）

PO-43  難病診療連携拠点病院内に設置された難病相談支援センターにおける 
コミュニケーション支援事業の10年間の実績と今後の課題
川尻　洋美（群馬大学医学部附属病院　患者支援センター　難病相談支援センター）

2 日目　11月25日（土）　ポスター会場（ 5 F　小ホール 2）
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災害支援
14：50～15：45

座長：堀田みゆき（中部学院大学看護リハビリテーション学部看護学科）

PO-44 当院における 2 度の水害の経験と対策について
溝上　健次（順天堂病院）

PO-45 人工呼吸器装着難病患者の災害時個別避難計画作成の第一歩
檜垣　　綾（柳井医療センター　地域医療連携室）

PO-46 神経難病療養者の災害準備の現状と認識
金谷　康子（三重県医療保健部医療人材課）

PO-4７ 筋萎縮性側索硬化症患者とその家族の防災意識向上の必要性
平山　剛久（東邦大学医学部内科学講座　神経内科学分野）

PO-48 災害対策～鹿児島県支部の取り組み～
里中　利恵（日本ALS 協会鹿児島県支部）

人材育成・就労支援
14：50～15：45

座長：宮地　隆史（柳井医療センター　脳神経内科）

PO-49 気管内吸引、口腔・鼻腔吸引の在宅指導用動画作成の取り組みと課題
佐竹　慶樹（大阪刀根山医療センター　看護部）

PO-50 喀痰吸引等第三号研修（特定の者対象）10年間の実績と今後の課題
大代　葉子（ライフサポートひかり）

PO-51 第 3 号研修の現状と課題
里中　利恵（日本ALS 協会鹿児島県支部）

PO-52 介護福祉士・訪問介護員・介護初任者研修者向け難病セミナー定期開催の試み
高田　博仁（青森病院　脳神経内科）

PO-53 難病医療に携わるコーディネーターの学習ニーズの検討
岩木　三保（九州大学大学院医学研究院　保健学部門）

PO-54  筋強直性ジストロフィー患者の両立支援・就労支援に関する一考察 
～医療ソーシャルワーカーの立場から～
大平　香織（青森病院　地域医療連携室）

PO-55 保健所の就労相談を利用した難病患者の相談後の状況と課題
森木　陽子（枚方市保健所）
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在宅療養支援・相談対応
14：50～15：45

座長：松瀬　　大（九州大学病院　脳神経内科）

PO-56  島根県の筋萎縮性側索硬化症患者家族の在宅療養における 
ソーシャル・キャピタルと介護負担感の関連 ―質的分析―
須山　和子（ヘルスサイエンスセンター島根　しまね難病相談支援センター）

PO-5７ 当院で行っている人工呼吸装着 ALS 患者の定期入院評価について
加藤　昌昭（将道会総合南東北病院　脳神経内科）

PO-58  宮城県における難病診療連携コーディネーターの役割について 
～免疫系疾患患者の継続的支援からの考察～
遠藤　　恵（東北大学病院　地域医療連携センター）

PO-59 島根県在住の神経難病患者における介護負担感の要因解明に向けた研究
森脇　繁登（島根大学医学部附属病院　リハビリテーション部）

PO-60 ALS 患者の家族が在宅療養を可能／不可能と判断する要因の検討
松田　尚子（三重大学医学部附属病院　看護部）

PO-61 筋萎縮性側索硬化症患者の在宅支援 ～家族と住居を別にした在宅支援の 1 事例～
佐々木幸恵（将道会総合南東北病院　看護部）

PO-62 神経難病患者の家族支援におけるソーシャルワーク実践の構造に関する検討
仲井　達哉（川崎医療福祉大学医療福祉学部）

PO-63 オンラインでの難病患者交流会のアンケート調査の分析と今後の課題
石塚麻里花（茨城県難病相談支援センター）

ケア・QOL
14：50～15：45

座長：山田　　恵（岐阜大学　脳神経内科）

PO-64 女性多発性硬化症病者の結婚や育児への思い
牧　千亜紀（国際医療福祉大学小田原保健医療学部看護学科）

PO-65 長期予防薬を使用している遺伝性血管性浮腫患者の発作頻度と QOL の変化
豊崎　香与（埼友草加病院）

PO-66  看護師の詳細な嚥下観察と嚥下造影検査及び嚥下内視鏡検査所見記録との比較： 
嚥下障害患者 5 例の結果から
伊丹　和美（山田病院　看護部）

PO-6７ 神経・筋病棟における「看護を語る会」開催による効果
鈴木　麻紀（鈴鹿病院）
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PO-68 パーキンソン病患者の嗜好品摂取内容と病態との関連性について
広田　綾乃（安岡病院　リハビリテーション科）

PO-69  進行抑制経静脈的免疫グロブリン療法（IVIG 療法）を行っている 
慢性炎症性脱髄性多発神経炎（CIDP）患者の思い
瀬戸　華子（東京都立神経病院　看護部）

PO-７0 神経変性疾患おける入院時多発褥瘡保有患者の現状と対策
阿部　雪子（東京都立神経病院　看護部）

PO-７1 排便管理のために下剤を服用しているパーキンソン病患者の思い
土井　智子（名古屋学芸大学看護学部看護学科）


